
第 5・6学年 総合的な学習の時間学習指導案 

令和 7年 11 月 26 日 

松ケ崎小２人 協和小 12 人 牛根小 5 人 

計 19 人 

指導者 松ケ崎小 小村 礼奈 

(協和小 西村 一郎 牛根小 谷山 みわ） 

 

１ 単元名  火山と共に生きる ～私たちの命を守る防災学習～ 

 

２ 単元について 

(1）児童の実態 

   本校６年生２人は，何事にも真面目に取り組み，協力しながら学校生活を送ることができて

いる。授業においても与えられた課題に一生懸命取り組むとともに，自分たちで課題を見つけ

解決しようとする力もある。社会科などインターネットを活用した学習では，自ら課題を設定

し，必要な情報を選択し，意欲的に調べようとする姿も見られる。 

 一方で，調べ学習をする際は，「何のために」「何を調べるのか」といった目的意識が薄くな

る傾向がある。また，得た知識を整理・分類・分析する力が十分ではなく，そこから新たな課

題を見つけたり解決方法を考えたりするなど深い学びにはつながりにくい。 

 小規模校であるため，友達と意見を交流・共有する場面が限られており，多様な考えに触れ

る機会が少ない。そのため，遠隔合同授業を通して他校の児童と意見を交わし，より深い学び

につなげることが必要である。また，知識を獲得するだけでなく「なぜそうするのか」という

背景まで考えたり，自分事として受け止め，実態に応じた具体的な対策を考えたりする力を今

後さらに育成していく必要がある。 

【自然災害・防災についてのアンケート 3 校 5・6 年生（計 16 人）の結果（6 月 6 日(金)実施）】  

① 自然災害(地震・津波・桜島大噴火・台風・土砂崩れなど）は心配ですか。 

とても心配(9 人） 少し心配(5 人） あまり心配ではない(1 人） 全く心配ではない(1 人） 

② 特に心配な災害は何ですか。※複数選択可 

桜島大噴火(9 人） 土砂崩れ(2 人） 津波(2 人） 地震(2 人） 洪水(1 人） 浸水(1 人） 

③ 自然災害や防災について知りたい(学習したい）ですか。 

とても知りたい(13人） 少し知りたい(3 人） あまり知りたくない（0人） 知りたくない（0人）  

④ 災害が起こったときに，どのように行動・避難すればよいか知っていますか。 

よく知っている(3 人） だいたい知っている(11 人） あまり知らない(2 人） 知らない（0 人） 

⑤ 災害が起こったときに，自分は安全に素早く行動できると思いますか。 

十分できる(2 人） だいたいできる(12 人） あまりできない(2人） できない（0人） 

⑥ 災害に対する心がまえや準備などはできていますか。 

十分できている(5人） だいたいできている(4 人） あまりできていない(5人） 

ほとんどできていない(2 人） 

⑦ 災害から身を守るために，普段学校や家でどんなこと(準備など）をしていますか。 

※複数選択可 

避難訓練(6人） 非常食を用意している(3 人） 防災バックを置いている(2人） 

イメージトレーニングをしている(1人） 

⑧ 災害から身を守るために，家庭ではどんな「きまり」(避難場所・避難方法・連絡方法

など）を設けていますか。※複数回答可 

指定避難所に逃げる(2人） 連絡先の周知(2人） 災害時の対処の確認(1 人） 

山に逃げる(1 人） 

 



⑨ 自分たちの学校や地域では，どんな自然災害が起こると思いますか。※複数選択可 

桜島大噴火(12 人） 津波(7 人） 土砂崩れ(5人） 地震(4 人） 台風(3 人） 

土砂災害(2人） 土石流(1 人） 洪水(1人） 浸水(1人）  

⑩ 桜島が大噴火したら，どんなこと(災害など）が起こると思いますか。※複数選択可 

津波(4人） 溶岩流(4人） 地震(4 人） 土砂崩れ(4人） 火山灰の降灰(2人） 

落石(2人） 土石流(1人） 

⑪ 桜島のよさ(いいところ）は何ですか。※複数選択可 

観光地になっている(7人)  景色がいい(4人)  地域のシンボル(2人)  温泉(1 人) 

⑫ 災害が起こったとき必要なことは何ですか。※複数選択可 

冷静な判断(7 人） 避難(6 人） 自分だけでなく人も助ける(2 人） 自分の命を守る(2 人） 

 【考察】 

 今回のアンケート結果から，多くの児童が自然災害に対して強い不安を抱いていることが

分かる。特に「桜島の大噴火」を心配している児童が多く，地域特有の防災課題を意識してい

る様子が見られる。津波や土砂崩れ，洪水など複数の災害に不安をもつ児童も少なくない。 

「災害時の行動や避難方法」については「だいたい知っている」と答えた児童が多い一方で

「あまり知らない」と答えた児童も一定数おり，知識や行動の仕方に差があることがうかがえ

る。さらに「家庭での避難のきまり」がない児童も多く，学校と家庭，地域が連携して防災意

識を高める必要があると考える。 

  災害への備えについても「避難訓練」等では学校の教育活動としての取組はなされている

が，家庭での「非常食の準備」「防災バックの用意」などは少数にとどまり，日常的な準備や

心構えが十分に広がっていない現状がある。 

  以上のことから，児童は自然災害に強い関心をもちながらも，知識・行動・家庭での備え

については十分ではない部分があるといえる。今後の学習では，ＩＣＴを活用した調べ学習や

地域の特性を踏まえた体験的な活動を通して，災害時に自らの命を守り，家庭や地域と協力し

て行動できる力を育成していく必要がある。 

(2)  教材について 

  松ケ崎は海や山に囲まれた自然豊かな地域である一方，桜島に近く，多様な災害の影響を受

けやすい場所でもあるため，防災学習は欠かせない。本校ではこれまでにも避難訓練を重ね，

児童は教師の指示を聞いて安全かつ迅速に避難することができている。しかし，総合防災訓練

での非常食（米飯）作りなどでは，指示を待つ姿が多く，自分たちで考えて動く力はまだ十分

とはいえない。避難所生活を想定した際，自分にできることを見つけて仲間と協力し合うこと

が必要となる。 

本単元では，災害を自分事として捉え，「自助」「共助」の意識を高めながら，自ら考え行動

する力を育て，いざという時に自分の命は自分自身で守るとともに，日頃から周囲の人々と積

極的に関わり合い，災害時には周囲と協力して人や地域のために役立つ行動を取ろうとする資

質・能力や態度を育てたい。 

(3) 指導について 

  児童が主体的に学ぶために，体験活動や意見交流を重視した授業を展開していく。例えば，

避難訓練においても，「どのような判断をすべきか」「どのように仲間と協力するか」といった

課題意識をもたせる。また，牛根麓稲荷神社埋没鳥居の見学では火山被害を実際に見て考えた

り，他校との交流活動では他者の多様な意見に触れたりするなど，自分の考えを深める機会を

設ける。学習のまとめでは，自らの行動計画を立てたり，友達に発表したりする場を設け，防

災に対する主体的な態度を養うことをねらいとする。 

 

３ 単元目標 

  (1) 火山災害のメカニズムと防災について科学的に理解する。 

  (2) 地域の火山特性と防災対策について考え，発信する。 

  (3) 主体的な防災意識と行動力を身に付ける。 

  (4) ＩＣＴ機器を利活用した協働的な学習を通して，問題解決能力を養う。 



４ 単元計画(全 30 時間） ※活動内容の★は３校共通の内容で取り組むもの

小単元名 月 活動内容 活用する ICT 機器 主な学習内容と評価規準(◎) 外部連携 

第１次 

火山学習

の手引き 

(7 時間） 

６ 

 

 

 

 

 

 

６ 

★集合学習で講話を聞く(講師：

県防災研修センター）② 

★火山の基本的な仕組みについて

校外学習を行う(桜島国際火山

砂防センター）③ 

 

 

★オリエンテーション① 

○問いをもつ 

・桜島火山とはどんなものなのだ

ろうか。 

 

★学習計画を立てる① 

火山形成のシ

ミュレーショ

ンシステムな

ど映像資料の

活用 

 

 

タブレット

端末 

→調べる，

問いと課題

の解決策を

考える 

★集合学習を行い，

外部講師の講話を

聞く。 

★３校合同で砂防セ

ンターの見学・講

話を聞く。 

◎自然災害には，どの

ようなものがあるか

理解している。 

★遠隔合同授業ガイ

ダンス 

 単元の目的説明 

★個別の学習計画を

立てる。 

★6/3 外部講

師の招聘(松

ケ崎小に協和

小・牛根小の

２校集合） 

★6/12 桜島

国際火山砂防

センターの見

学(３校合同) 

 

火山研究の大

学機関や地域

の消防団など

(各校裁量) 

第２次 

地域の火

山と災害

のリスク 

(8 時間） 

７ 

～  

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

★地域の火山災害の特性を調査す

る⑥ 

○地域の課題を探る 

・私たちの暮らす地域ではどんな

被害が考えられるか調べてみよ

う。(火山・噴火の仕組み，過

去の災害，地理的要因等） 

・桜島大噴火の歴史について資料

をもとに調べる。 

・地域の語り部による講演(各校

裁量） 

・私たちの地域ではどのような災

害の危険があるのか考える。 

○学んだことを生かす 

・調べたことや聞いた話を学校生

活や地域に生かせないかな。 

 

 

 

★情報収集した地域の火山災害の

特性について紹介し合う(中間

発表会)② 

○見つけた課題の共有 

・大噴火の歴史や噴火の仕組みを

知れば，災害を防ぐ方法が分か

りそうだ。 

・避難所にいくときの持ち物につ

いて家族と話し合いたいな。 

・火山災害に備えるためには日頃

からどんな避難訓練をしたらい

いかな。 

・避難場所は学校によってちがう

のかな。 

・防災マップを見直そう。 

 

タブレット

端末 

★遠隔合同授

業(他校との

情報交換） 

・調べる 

(インターネ

ット等） 

・地域の語り

部や防災に取

り組む団体か

ら話を聞くな

ど 

・まとめる 

 

 

 

 

 

タブレット

端末 

★遠隔合同授

業(他校との

情報共有） 

 

 

★より地域の実態に

根ざした桜島火山

災害についての情

報収集 

・松ケ崎地区では･･･ 

・牛根小校区では･･･ 

・海潟では他と違っ

て，○○の影響

が･･･など 

・過去の火山災害の

経験談や地域資料

の説明・質疑応答

など(各校裁量） 

・自分たちの地域に

存在する災害に関

する史跡の調査 

◎集めた情報を整理

し，適切にまとめ

ている。 

★各校での火山災害

について調べたこ

との発表・気付い

たことや課題をま

とめる。 

・地域の防災マップ

の見直しをする。 

 →地域の課題を発

見する。 

◎火山(桜島)の基本

的な仕組みについ

て理解している。 

 

地域の語り部

や歴史探検の

方への協力，

史料館活用な

ど 

(必要に応じ

て各校裁量） 



第３次 

防災プラ

ンの立案 

(9 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時】 

24／30 

９ 

～  

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

★ぼく・わたしの防災プランを考

え，作成する⑥ 

○課題の解決へ 

・僕の家庭ではどんな取組ができ

るかな。 

・学校や地域を支える立場として

どんな防災活動ができるかな。 

・自分にはない友達のアイデアを

参考にしたいな。 

○実際に体験する 

・学んだことを意識しながら避難

訓練に臨もう。 

・避難訓練ではどんな課題が見つ

かるかな。(新しい視点で取り

組み，見つめ直す） 

 

★各校の防災プランをもとに３校

で交流する③ 

・互いの現状を知る。 

・それぞれのよさや課題等につい

て意見交換をする。 

・互いのアドバイス等をもとによ

りよい防災プランに修正する。 

PowerPoint

やロイロノー

ト・スクール

等を利用して

防災プランの

プレゼン資料

を作成する。 

 

遠隔合同授業

でのグループ

ディスカッシ

ョンは，Web

会議システム

を利用して松

ケ崎小・協和

小・牛根小の

それぞれの児

童が入れるよ

うにグループ

分けをする。 

(各グループ

に各校の授業

者が入る） 

★防災プランの作成 

1 家族や地域の特性

他校との学びを盛

り込んだプレゼン

テーションの作成

をする。 

2 校内で発表し，よ

さや改善点等を練

り合う中で，より

よいものに仕上げ

る。(異学年の児童に

も評価してもらう) 

3 前時に遠隔合同の

形式で発表し合い 

 感想や疑問点，助

言できることなど

をそれぞれまとめ

ておく。 

4 本時に発表内容に

ついてのグループ

ディスカッション

を行う。 

◎見つけた課題を友達と

共有し，自分たちにど

のような行動ができる

か考え表現している。 

専門家による

助言 

第４次 

防災学習

のまとめ

地域につ

なぐ 

(6 時間） 

12 

～  

 

★災害や防災についてまとめたこ

とについて情報発信する⑥ 

・防災啓発ポスター，プレゼン制

作，防災マップなど 

Canva 

・第３次で分

けたグループ

で取り組む 

★学んだことを地域

につなげ，広げる

取組を行う。 

・共同編集で動画や

ポスター作成など 

・防災マップの掲示 

◎学習を振り返り，災害

から命を守るために自

分たちにできることを

考えようとしている。 

地域の消防団

や専門家，市

の防災課など

による助言 

(必要に応じ

て各校裁量） 

 
５ 本時(第 24 時/全 30 時間） 

  (1) 本時の目標 

     ○ 各校の防災プランの内容や特徴を理解し，そのよさや課題を把握することができる。 

                                                                 （知識及び技能） 

 ○ 自分たちの防災プランと他校のプランを比較し，よりよい防災対策となるよう改善点や

工夫を考え，意見として表現することができる。     (思考力，判断力，表現力等） 

 ○ 遠隔合同授業での交流を通して，仲間と協力しながら防災について主体的に考え，命を

守る行動への意識を高めようとする。          (学びに向かう力，人間性等） 

(2) 指導にあたって 

 ＩＣＴ機器を活用したり仲間と協力して発表したり話し合ったりする活動を通して，災害

や防災についての理解を深めさせたい。また，地域の実態を把握したり防災プランを考えた

りすることで，災害が起こったときに自分の命は自分で守ろうとする態度を育みたい。さら

に，学んだ知識や技能をもとに他校と交流し，互いのよさや課題等を共有することで，家族

や地域の人と助け合いながら，周りの人のために行動しようとする態度の育成に繋げたい。 



(3)  展開

過程 
(時間) 

主な学習活動 
学習形態 
I C T 

指導上の留意点(○)と評価規準(☆) 

つ
か
む
・
見
通
す(

５
分
） 

〔松ケ崎小をホストに Microsoft Teams 
(以下 Teams)で遠隔合同授業を行う。〕 
１ 前時の内容を振り返る。 
   各校で立案した防災プランについて
意見・感想等を出したことを想起する。 

 
２ 本時の学習について知り，学習のめ
あてを確認する。 

  互いの防災プランについてアドバイ
スし合いながら，自分たちの防災プラ
ンをよりよいものにしよう。 

 
３ 学習の進め方について確認する。 
 ① グループ間の話合い 
②  グループ内での話合い 
③ 全体での振り返り・まとめ 

 

一斉
Web 会
議 
(3 校合同) 
 

プレゼ

ンテー

ション

ソフト 

〇 前時に各学校・グループで紹介し
合った防災プランに対する意見や感
想等を確認させる。 
・松ケ崎小：１グループ 
・牛根小 ：２グループ 
・協和小 ：３グループ 

○ 単元のゴールを確かめ，単元計画
から本時のめあてを設定する。 

○ グループ相互で自由に意見交換が
できるよう Teams 内にそれぞれのチ
ームを準備しておく。 

○ ポイントを意識して伝え合うこと
ができるように，相手の考えを受け
止めて深められる聞き手と自分の考
えを分かりやすく伝えられる話し手
となるよう，内容（防災）における
視点に目を向けさせる。 

深
め
る
・
広
げ
る(

３
０
分
） 

４ 各校の防災プランの内容を聞いて考
えたことや意見を相手に伝える。 

・自分たちの防災プランにも取り入れた
い。 

・私のグループは桜島大噴火による降灰
の影響を心配しているけど，桜島大噴
火による津波の影響を心配しているん
だね。 

・家族との連絡方法も決めておいた方が
いいんじゃないかな。 

・避難場所に持っていく物をリスト化し
ているのが参考になった。 

 
５ 聞いた意見を基に，防災プランの内
容について各グループで検討する。 

・◇◇さんからのアドバイスを取り入れ
てみよう。 

・よりよい防災プランにするにはどうし
たらいいかな。 

・避難生活が長引くときには，どんな準
備をしたらがいいかな。 

グルー
プ間
Web 会
議 
(3 回線) 

 
 
 
 
 
 
 
 
グルー
プ協議 

○ ロイロノート・スクールを用いて
他の児童の考えも共有できるように
する。 

○ 自分たちの考えてきた意見をもと
に，適切な言葉で要点をはっきりさ
せ，説明させる。 

○ 話合いがスムーズに進むよう，時
間設定をしたり，グループの入れ替
わりを促したりする。 

☆他者の発表を聞いて，自分の考えを
見直し，主体的に課題解決しようと
している。 

○ グループごとに話し合うことによ
って，考えを整理するとともに，よ
り広い視点から考えることができる
ようにする。 

○ 友達の意見を尊重し，より広い視
点から自分たちの活動を見つめ直す
ことができるようにする。 

☆話し合ったことを基に，自分たちが
できることを考えたり，選択・判断
したりしている。 

ま
と
め
る
・
振
り
返
る(

１
０
分
） 

６ 各グループで検討した内容について
発表する。 

・□□さんの意見をもとに，もう一度防
災プランについて考え直すことができ
た。 

・意見交換をすることで，考えを整理す
ることができた。 

・意見をもとに防災プランをよりよくし
たい。 

 
７ 本時の学習を振り返り，今後の学習
の見通しをもつ。 

一斉
Web 会
議 
(3 校合同) 

○ 伝え合うことでどのような点が深
まったのか，また，考えが変わった
点等について意識して発表ができる
ように声掛けを行う。 

 
○ 本時の学習に対する感想等を各校
から１～２人に発表させる。 

 
○ 本時で学習したこと（友達のアド
バイス等）を基に，各自の防災プラ
ンをよりよいものに修正していくこ
とを確認する。 


